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靴底の接地面積が

大きくとれるので

安定する

靴底の接地面積が

不足するので

歩行が不安定

　靴底が硬く、曲がり難いと屈曲するために

足に負担がかかります。また、靴底が曲がり

　靴底の衝撃吸収性能が優れた靴は、歩行時

の地面からの突き上げ感が軽減され、疲労防

止や飛び降りた際の足の骨折予防に有効です。

高年齢労働者は、疲労の蓄積は関節痛などの

足の異常となって現れ易いので、衝撃吸収性

能のよいものが望まれます。

難いと歩行形態が摺
す

り足になり易く、つまず

きの原因となります。

　なお、JIS T8101に適合した衝撃吸収性の

ある靴には、「かかと部の衝撃エネルギー吸収

性」又は「E」のマークが表示されています。

屈曲性が良いと歩行が安定する 屈曲性が悪いとつまずき・滑りの両方が起きる

靴の屈曲性

靴底及びかかと部の衝撃吸収性

5

6



22

高年齢労働者に配慮した職場改善マニュアル

作業靴のチェックリスト

作業靴は、軽量であるか。（短靴で 900g 未満）
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作業性の向上

すべり
転倒防止

つまずき
転倒防止

かかとの
骨折防止

作業靴は、各作業者の足のサイズに合っているか。

ヒールカウンター（月形しん）部がかかと部をしっかり包

み込み、適度な堅さがあるか。

靴底材の耐滑性＊1）が十分あるか。

＊1）JIS は動摩擦係数 0.2 以上の靴に「F」のマーク

作業靴のかかと部とつま先部で重さのバランスがとれてい

るか。

靴を両手で折り曲げた時に、つま先部分で折れ曲がるか。

（靴の真ん中で折れ曲がる靴、あるいは全く折れ曲がらない

靴はつまづき易くなる。特に、傾斜面作業、しゃがみ込み

作業には使用しない方がよい）

靴先は、若干上に上がっているか。

靴のかかと部が適切な高さ（30mm以下）であるか。

かかとの衝撃吸収性＊2）が十分にあるものか。

＊2）JISは衝撃吸収エネルギー20J 以上の靴に「E」のマーク
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　「No」の場合は、判断項目に適合する作業靴を使用するようにしましょう。
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